
企画総務グループ打合せ（平成 29 年度 第 2 回）議事録 

 

 日 時：平成 29 年 9 月 8 日（金）  10:00～12:00 

 場 所：ＪＧＳ会館 3 階小会議室 

 出席者：峯岸，福原，石川，斎藤，林，渡邉，青木(事務局) 

 欠席者：川原井，永尾 

      

 

１．前回議事録の確認 

  ・平成 29 年度第 1 回企画総務グループ幹事会議事録（6/15） 【別紙－ 1】 

  ・平成 29 年度第 1 回運営委員会議事録（6/30） 【別紙－ 2】 

 －＞内容が確認された． 

 

２．最近のスケジュール 

・平成 29 年度第 2 回運営委員会：平成 29 年 10 月 4 日（水）14：00-17：00 

・平成 29 年度第 1 回評議員会：平成 29 年 10 月 31 日（火） 

・第 14 回地盤工学会関東支部発表会 Geo-Kanto2017：平成 29 年 11 月 17 日（金） 

 －＞上記の内容が確認された． 

 

３．支部長特命事項対応他、運営管理上の報告・協議 

（１）平成 29 年度支部役員の変更・交代について 

 [評議員]  池田 匡隆氏 → 佐々木 宏章氏（ささきひろあき）東京都下水道局 

   佐久間 仁氏 → 白井 和洋氏（しらいかずひろ）東日本高速道路株式会社 

 －＞支部役員の変更・交代は，年度代わり伴う役員変更であることが確認された． 

（２）10/31 開催 評議員会後の特別講演会 【別紙－ 3】 

 －＞特別講演会の内容に鑑み，資料代 1,000 円，別途懇親会 1,000 円とすることが確認された． 

 －＞本講演は，講演の内容上，会員限定講演会のため，非会員は参加できないことを再確認した． 

（３）平成 29 年度学会賞候補ご推薦のお願い 【別紙－ 4】 

 －＞運営委員会のメーリングリストを用いて，候補者推薦の依頼をしていることを説明した． 

（４）平成 29 年度 地盤工学会関東支部賞の募集 【別紙－ 5】 

 －＞運営委員会のメーリングリストを用いて，候補者推薦の依頼をしていることを説明した． 

 －＞国交省等の発注者と受注者の連名での応募を促すために，募集要項の受賞対象に過去の受賞歴等の

具体的な説明書きを付け加えることが提案された． 

 －＞評議員会や運営委員会にて関東支部賞への募集を促すことが確認された． 

（５）ニューズレター40 号（進捗状況） 

 －＞計画通りに進んでいることが確認された． 

（６）70 周年，全国大会及び企画に関して 【別紙－ 6】 

 －＞大宮ソニックでの開催の際に，必要日数・部屋数を確保できる日程は 2019 年 7 月 16 日(火)～18 日

（木）だけであった． 

 －＞支部長に確認後，本部・調査研究部，理事会へ開催場所や日程の上申を行なうことが確認された． 

（７）出版書籍の案内リスト 【別紙－ 7】 

 －＞過去のメディア懇談会リストもとに，建設系の専門紙や雑誌に書籍案内の広告が無料で行なえるか

を確認することとなった． 

（８）出前授業講師派遣一覧 【別紙－ 8】 

 －＞国交省の災害対応や講習会時の専門家リストとして，関東支部に所属する大学関係者のリストを会

員データベースより作成した． 

 －＞この会員リストに対して，専門とする分野・事項（キーワード）や講師派遣の可否に関してアンケ

ートをメールにて行なうことが提案され，安田支部長にアンケート実施の可否を伺う． 

 

（９）メール審議 

   （主催）8/30 千葉県グループ「成田国際空港見学会」 



   （共催）10/7 平成 29 年度“彩の国”市民科学オープンフォーラム 

「大雨に対する埼玉の防災を考える」 

   （推薦）平成 29 年度学会賞候補ご推薦のお願い 

 －＞メール審議済みであることが報告された． 

（１０）除籍者の引き留め・複会対応の方策に関して 【別紙－9】 

 －＞個人会員が所属している組織内の会員（上役）に慰留願いを安田支部長名で依頼することが提案さ

れた． 

（１１）特別会員の増加策（会員種別一覧） 【別紙-10】 

 －＞本部，会員・支部部での特別会員（民間）の掘り起こし策の一部を紹介した． 

 －＞同様に官公庁のリスト整備を行なうことが確認された． 

（１２）転載許諾（Geokanto2013 論文）に関して 【別紙-11】 

 －＞著作権は執筆者に帰属するため，執筆者の了解を得られれば，HP 上に掲載・DLも可能となることを

確認し，その旨を回答することとした． 

（１３）次年度（2018 年）開催の GeoKanto2018 の東京会場に関して 

 －＞従来どおり未来科学館に加えて，国立オリンピック記念青少年総合センターも候補場所として検討

することとした． 

（１４）H29 年度予算執行状況について（8 月末現在） 【別紙-12】 

 －＞支出では主だった予算の執行はなかったことが説明された． 

 －＞例年に比べて，上期の行事が少なかったとのことである． 

（１５）平成 29 年度地盤工学貢献賞候補ご推薦のお願い 

 －＞運営委員会のメーリングリストを用いて，候補者推薦の依頼をすることが確認された． 

 

４．開催結果、進捗状況の報告 

（１）7/29（土）【開催済】後援行事：土木学会地下空間研究委員会「夏休み親子現場見学会」，参加者 32 名 

（２）8/30（水）【開催済】千葉県グループ「成田国際空港見学会」,参加者 17 名 

 －＞内容が確認された． 

 

５．その他 

（１）退会届  

なし 

（２）新入会 

   ・ノンフレーム工法研究会（4 級）6 月入会 

（３）次回打合せ： 平成 29 年 11 月  日（ ）（前年度は 11 月 24 日） 

 －＞次回は，運営委員会時期を踏まえて，改めて日程調整を行なうこととした． 


